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フォーティネット、大規模企業向けと小規模企業向けの 2 モデルの UTM、

FortiGate アプライアンスを発表 
 

同時にミッドレンジ製品の 2 モデルをリニューアルし、 

機能とコストパフォーマンスの向上を実現 

 

ネットワークセキュリティのリーディングプロバイダーであり、UTM（Unified Threat 

Management：統合脅威管理） ソリューションの世界的リーダーである、フォーティネット

（Fortinet, Inc. 本社：米国カリフォルニア州サニーベール NASDAQ：FTNT）は本日、大規

模企業向け FortiGate-1000C と小規模企業向け FortiGate-40C の 2 つの新モデル、およびミッ

ドレンジのリニューアルモデル FortiGate-600C と FortiGate-300C の発表を行いました。内蔵

ストレージを標準装備し WAN 最適化やローカルでのログ保存などの機能拡張と同時に、コ

ストパフォーマンスの向上を実現しました。 

 

FortiGate-1000C と FortiGate-600C は、セキュリティ機能の高速処理を行う専用プロセッサー

の最新バージョン FortiASIC CP8 を搭載することで、不正侵入検知/防御機能のパフォーマン

ス向上と、IPSec/SSL VPN 機能などで利用する暗号エンジンの高速化を行いました。また、

FortiGate-1000C では、企業のプライベートクラウド化に伴い、ネットワークの高速化の要

求に応えるため 10 GbE SFP+ インタフェースを二つ備えています。 

 

FortiGate-600C と FortiGate-300C は、標準でストレージを搭載するなど、機能強化を行いな

がら、最大 29%のプライスダウンを行い、ミッドレンジの更なる深耕を行います。 

 

FortiGate-40C は、FortiGate アプライアンスのエントリーモデルとして、これまでの小規模

オフィスへの導入に加え、SOHO 及び、多店舗、多拠点エンタープライズへの導入において

も安価で容易に、統合化セキュリティの強化を行えます。 

 

FortiGateアプライアンスは全モデルで共通のオペレーティングシステムFortiOSを搭載して

おり、インターネットの高速化、スマートデバイスの普及で全ての企業に求められる高速



なファイアウォール、IPSec/SSL VPN、不正侵入検知/防御、ウイルス対策、スパム対策、

Web フィルタリングなどのセキュリティ機能から、アプリケーション可視化と制御、情報

漏洩防止（DLP）といった情報漏洩対策、WAN 最適化、トラフィックシェーピングという

ネットワーク機能まで提供します。 

 

出荷開始時期 

FortiGate-1000C： 2011 年 12 月中旬出荷開始予定 

FortiGate-600C：  2011 年 12 月中旬出荷開始予定 

FortiGate-300C：  出荷中 

FortiGate-40C：   2012 年第一四半期出荷開始予定 

 

フォーティネットについて (www.fortinet.com)  

フォーティネットは (NASDAQ: FTNT) ネットワーク セキュリティ アプライアンスのワ

ールドワイド プロバイダであり、統合脅威管理 (UTM) のマーケット リーダーでもありま

す。フォーティネットの製品とサブスクリプション サービスは、ダイナミックなセキュリ

ティ脅威に対抗する広範で高性能な統合プロテクション機能を提供しつつ、IT セキュリテ

ィ インフラの簡易化も実現します。フォーティネットの顧客には、米フォーチュン誌が選

出する 2010 Fortune Global 100 の大部分を含む世界中の大規模企業、サービスプロバイダ、

行政機関が名を連ねています。フォーティネットのフラグシップである FortiGate 製品は

ASIC による高速なパフォーマンスを誇り、アプリケーションやネットワークの脅威から保

護する多層セキュリティ機能が統合されています。フォーティネットの幅広い製品ライン

は UTM にとどまらず、エンドポイントからデータベースやアプリケーションなどの境界や

コアに至る大規模エンタープライズのセキュリティを保護します。フォーティネットは本

社をカリフォルニア州サニーベールに構え、世界中にオフィスを展開しています。  
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